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本研究では，児童のより妥当な考えをつくりだす力を育成することを目指し，

そのために講じた手だての有効性について検証することを目的とし，授業実践

を行った。授業実践では，より妥当な考えをつくりだす力を高めるために，ワ

ークシートの構造化や多面的な考え方を働かせることを促す指導，発展課題の

設定などの手だてを講じた。また，考えを表出することが苦手な児童でも取り

組むことができるように，例文や定型文を提示した表現方法の指導も行った。 

手だての効果を検証するため，調査問題を実施し，その前後比較とワークシ

ートの記述分析を行ったところ，より妥当な考えをつくりだす力に高まりが見

られた。質問紙調査や発展課題の際の児童の発話から，多面的に考えることの

大切さに気付く姿が見られた。以上のことから，ワークシートの構造化や発展

課題を設定することがより妥当な考えをつくりだす力の育成に有効であること

が実証された。


